
として活用します。また子育て世帯の方に気軽に利用していただけるように、キッズスペースを設置するとともに、

氷見に生息する淡水魚やヤギ・ブタ・カメなどの展示や出張動物園により子どもと動物のふれあいを支援します。

３．目標値または実施により求める効果

ひみラボ水族館の来館者増（目標　年間7,500人）を目指します。

ひみラボイメージ図

（単位：万円）

財
源

使用料 10 経
費
内
訳

１．本市の現状と課題

富山大学理学部と連携し「ひみラボ水族館」の運営を行うとともに、小中学校に対し「出前講座」・「野外調査」を

行い、氷見の豊かな生物多様性を啓発します。里地里山の生物の研究を深めながら、氷見の豊かな生物多様性

について、海外および国内に広く発信していくことが今後の課題です。

２．平成３１年度事業の内容

大学研究施設として自然科学研究を推進するとともに、小中高校生の学習活動や里地・里山の生物研究の拠点

継続 富山大学理学部・氷見市連携研究室等活用事業費
908万円

（前年度） 880万円

担当課 教育総務課 電話番号 74-8211

186

３．目標値または実施により求める効果

児童生徒の読書習慣を育成します。

教育環境の充実を図ります。

教育環境の充実

（単位：万円）

財
源

基金繰入金 600 経
費
内
訳

備品購入費 600

委託料 514

市の負担 898 光熱水費 208

その他

２．平成３１年度事業の内容

児童生徒の新しいニーズに応えることや、新しく必修化となるものなどに対応しつつ、更なる蔵書の充実を

図ります。

担当課 教育総務課 電話番号 74-8211

１．本市の現状と課題

以前より学校図書館の蔵書を整備し、児童生徒の利用に供してきました。児童生徒の読書習慣の育成や

教育環境の整備の一つとして捉え、継続して取り組んでいます。

①　学校教育の充実

継続 小・中学校図書館図書購入費
600万円

（前年度） 600万円
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9

３．目標値または実施により求める効果

特別支援スタディ・メイトの充足率を高めることにより、特別な教育的支援が必要な児童生徒

の学校生活を支えます。

個々に応じた適切な支援の実施

（単位：万円）

財
源

市の負担 1,605 経
費
内
訳

報償費 1,590

保険料 6

旅費

特別支援スタディ・メイトを増員するとともに、学校の状況に応じて適正に配置します。

拡充 特別支援スタディ・メイト派遣事業費
1,605万円

（前年度） 1,530万円

担当課 学校教育課 電話番号 74-8213

１．本市の現状と課題

特別な教育的支援が必要な児童生徒は増えており、学校生活や学習活動の支援を行うため、特別支援

スタディ・メイト配置の必要性が高まっています。

２．平成３１年度事業の内容

２．平成３１年度事業の内容

地域の産業や伝統を学ぶ体験学習（稲積梅、みりん干し、ハトムギ、女良ワカメ、三尾のそうけ、藤箕など）や

小学４年生（10歳）が図書館の利用を体験することで公共ルールやマナーを学ぶ２分の１成人式、中学校区

において小中学校が連携したあいさつ運動や清掃活動などを実施します。

３．目標値または実施により求める効果

各学校において、「夢や希望に向かって自分らしく成長する郷土愛あふれる児童生徒の育成」を目指します。

図書館での１／２成人式事業活動

（単位：万円）

財
源

市の負担 170 経
費
内
訳

委託料 170

担当課 学校教育課 電話番号 74-8213

１．本市の現状と課題

第２期「氷見市教育振興基本計画」では、氷見市を担う子供たちの望ましい姿を「ふるさと氷見を愛し　

次代を担う人づくり」とし、その具現化のため、各学校での特徴を生かしたさまざまな活動を展開しています。

①　学校教育の充実

継続 氷見の教育基本方針推進事業費
170万円

（前年度） 189万円
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3 経
費
内
訳

報償費 218

県の負担 53 委託料 74

市の負担 296 その他 60

外国人子女日本語指導員や小学校英語学習パートナー、中学校における部活動指導員などを

継続 小・中学校教育振興費
352万円

（前年度） 477万円

担当課 学校教育課 電話番号 74-8213

派遣し、それぞれ専門的な活動に携わってもらうことにより、学校教育を充実します。

３．目標値または実施により求める効果

学校教育活動の多様化による教員の負担を軽減し、児童生徒の教育活動を専門的分野において

支えます。

充実した学習支援

（単位：万円）

財
源

国の負担

３．目標値または実施により求める効果

教員のＩＣＴ機器活用を促進し、ＩＣＴ機器を活用した授業内容の充実を図ります。

タブレットＰＣを活用した授業

（単位：万円）

財
源

市の負担 731 経
費
内
訳

委託料 731

１．本市の現状と課題

学校において、外国人子女への日本語指導や、２０２０年度から始まる外国語などの専門的な

分野で教員を補助し、児童生徒の学習を支援することが必要となっています。

２．平成３１年度事業の内容

難しくなっています。

２．平成３１年度事業の内容

１週間に１回、学校にＩＣＴ支援員を派遣し教員の補助をすることにより、ＩＣＴ機器を活用した授業を

実施するとともに、教員が子どもたちと向き合う時間を確保します。

担当課 学校教育課 電話番号 74-8213

１．本市の現状と課題

学校では電子黒板やタブレットの配置が進められてきており、これらのＩＣＴ機器の活用が求められて

いますが、教員の操作技能の習得や教材作成に時間がかかり、子供に向き合う時間の確保が

①　学校教育の充実

継続 学校ＩＣＴ支援員派遣事業費
731万円

（前年度） 802万円
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きめ細かな学習指導による
「確かな学力」の育成

（単位：万円）

財
源

市の負担 1,994 経
費
内
訳

賃金 1,971

社会保険料 23

拡充 小・中学校学習サポーター派遣事業費
1,994万円

（前年度） 1,358万円

担当課 学校教育課 電話番号 74-8213

１．本市の現状と課題

比較的規模の大きい学校や複式学級を抱える学校においては、教員の負担を軽減して学習環境の向上を図り、

子供たちの確かな学力の定着のために、学習の補助を行う人員を配置することが大切です。

複式学級を有する小学校や児童生徒の学習・生活指導に困難を有する小・中学校に学習サポーターを派遣し、

ティーム・ティーチング、少人数指導など、きめ細かな学習指導を取り入れます。

生活指導の充実及び児童生徒の学習意欲の向上を図ります。

３．目標値または実施により求める効果

２．平成３１年度事業の内容

３．目標値または実施により求める効果

貸出数の増など利用を促進するとともに、調べ活動の充実を図ります。

図書室の本を借りる子供たち

（単位：万円）

財
源

市の負担 639 経
費
内
訳

賃金 629

社会保険料 8

旅費 2

２．平成３１年度事業の内容

学校図書館司書を配置し、学校図書館の環境整備、本への関心を高める取り組みにより、

児童生徒の自主的な読書活動を進めるとともに、調べ学習につなげます。

担当課 学校教育課 電話番号 74-8213

１．本市の現状と課題

児童生徒の自主的・自発的な読書活動を進めるため、読書への関心を高める取り組みや

本を読むための環境整備などが重要となっています。

①　学校教育の充実

継続 小・中学校読書活動推進事業費
639万円

（前年度） 607万円
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その他 615

また、全ての小学校教員が参加する基本研修を実施します。

ふるさと教材英語版「We Love HIMI !」を児童生徒に配布し、授業での活用の促進を図ります。

３．目標値または実施により求める効果

小中学校教員の外国語教育への意識の高揚と指導力の向上を図ります。

「We Love HIMI !」を活用して、ふるさとについて英語で発信したり、

（ALTと中学校教員が参加する
外国語活動）

思いを伝え合ったりする授業を通して、コミュニケーション能力を育成します。

（単位：万円）

財
源

基金繰入金 3,080 経
費
内
訳

賃金 2,915

市の負担 949 社会保険料 499

１．本市の現状と課題

小学校の外国語活動、外国語科の授業の実施にあたり、中学校との連携やＡＬＴ(外国語指導助手)の活用が

一層求められるとともに、小学校教員の英語の指導力向上を図る研修が必要になります。また、ふるさと氷見

について、児童生徒が英語で積極的に自分の考えを発信することができるようになることが望まれます。

２．平成３１年度事業の内容

小学校外国語活動、外国語科の授業におけるＡＬＴの活用や小中連携による授業を推進します。

①　学校教育の充実

継続 外国語教育推進事業費
4,029万円

（前年度） 3,993万円

担当課 学校教育課・教育総合センター 電話番号 74-8221

３．目標値または実施により求める効果

プログラミングに興味のある子供たちが学ぶ事ができる場を提供します。

２０２０年度からの小学校プログラミング教育の円滑な導入を図ります。

パソコンを使った学習

（単位：万円）

財
源

市の負担 151 経
費
内
訳

委託料 146

使用料及び賃借料 5

２．平成３１年度事業の内容

プログラミングに興味がある子供たちへの学びの場づくりだけではなく、小学校でのプログラミング教育の

必修化に対応するため、学校の教職員と連携し、教室の見学や実施後のミーティング等を通して、

円滑なプログラミング教育の導入に向けた準備を行います。

-

担当課 学校教育課 電話番号 74-8213

１．本市の現状と課題

２０２０年度から小学校でプログラミング教育が必修化されるにあたり、プログラミング教室の実施等、

様々な取り組みを通して準備を行っていく必要があります。

新規 プログラミング教室実施事業費
151万円

（前年度）
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3

心情を育みます。【小学校】音楽家として活躍している方の歌唱指導やコンサートを通して、音楽に対する

興味・関心を高め、その後の学習に生かします。

３．目標値または実施により求める効果

児童生徒が視野を広め、自分を振り返り、これからの目標や夢について

改めて考える心を育成します。

生徒代表謝辞の様子

（単位：万円）

財
源

市の負担 30 経
費
内
訳

使用料及び賃借料 17

報償費 10

その他

【中学校】富山県出身の元オリンピック選手の講演を通して、未来に向かって自分を高めていきたいという

継続 「ひみっ子の夢と希望」きらめき推進事業費
30万円

（前年度） 28万円

担当課 教育総合センター 電話番号 74-8221

１．本市の現状と課題

「14歳の挑戦」を体験し社会の一員として将来の自分の姿や生き方を考え始めた中学校２年生や、小学校

の最高学年としての自覚をもって活動している小学校６年生が、未来に向かって自らを向上させようという

心情を育むことが期待されています。

２．平成３１年度事業の内容

れています。このため、子供たちがより学力を高める学習指導についての研究を行うことが必要となっています。

２．平成３１年度事業の内容

学力向上推進拠点校３校（小学校２校、中学校１校）を指定し、知識・理解に関する学力や思考力・判断力・

表現力等の活用に関する学力を高める学習指導の在り方について、実践的な研究を進め発信します。

学力向上を支える学級づくりや授業改善をめざす研修を開催します。

３．目標値または実施により求める効果

教員の指導力向上と、児童生徒の「確かな学力」の向上を図ります。

思いや考えを伝え合うグループ学習

（単位：万円）

財
源

県の負担 35 経
費
内
訳

消耗品費 17

報償費 8

その他 10

担当課 教育総合センター 電話番号 74-8221

１．本市の現状と課題

これまで、「とやま型学力向上プログラム」により、学校の実態に応じた特色ある実践を推進してきましたが、

変化の激しいこれからの社会を生きるために、一人一人に、より一層「確かな学力」を身に付けることが求めら

①　学校教育の充実

継続 氷見の学力向上フロンティア事業費
35万円

（前年度） 35万円
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1 経
費
内
訳

賃金 599

市の負担 648 旅費 20

その他 30

不登校児童生徒のための適応指導教室「あさひ」の運営や家庭内の問題への対応、関係機関との連携を図る

継続 「心のケア」推進事業費
649万円

（前年度） 640万円

担当課 教育総合センター 電話番号 74-8221

福祉の専門家であるスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の派遣等を行います。また、いじめ防止対策として、

「氷見市いじめ問題対策連絡協議会」や「氷見市いじめ問題専門家委員会」を開催します。

３．目標値または実施により求める効果

いじめや不登校等、支援を必要とする児童生徒等への組織的、継続的な支援を

行い、不登校児童生徒の出現率の低下を図ります。

適応指導教室のマーク

（単位：万円）

財
源

雑入

３．目標値または実施により求める効果

小中連携９年間を見通しながら「氷見型ふるさと学習」を推進し、ふるさと氷見を愛する

次代を担う人づくりを行います。また、ＱＵ調査の結果を活用し、望ましい人間

イタセンパラの保護活動

関係づくり、学びを楽しむ学級集団を育成することで、学力の向上を図ります。

（単位：万円）

財
源

市の負担 820 経
費
内
訳

賃金 365

役務費 260

その他 195

１．本市の現状と課題

小・中学校では、いじめや不登校、発達障害等、複雑で多様な問題を抱えています。このため、心理や福祉の

専門家のご協力を仰ぎながら、教育相談体制の充実を図ってきました。

また、いじめのない安心できる学校づくりを目指し、関係機関等と連携した支援体制の充実を図ってきました。

２．平成３１年度事業の内容

特色ある教育の実践、学力が向上するよう支援してきました。

２．平成３１年度事業の内容

本市が取り組んできた「小中連携教育」を深化し、ICT教育、外国語教育、ふるさと教育など、本市の特長を生か

した「氷見型ふるさと学習」を推進し、その成果を学校や市のホームページで広く紹介します。

ＱＵ調査の結果を活用して、よりよい授業が実践できるよう研究を進め、学力向上を図ります。

担当課 教育総合センター 電話番号 74-8221

１．本市の現状と課題

これまで、小学校と中学校が連携して学校教育を推進できるように「小中連携９年間の人づくり～学びをつなぐ、

支援をつなぐ～」を合い言葉に、学習指導だけでなく、生徒指導においても、小学校と中学校が連携して取り組み

①　学校教育の充実

拡充 小中連携教育推進事業費
820万円

（前年度） 853万円
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３．目標値または実施により求める効果

各学校に配置されたICT機器を十分に活用できるよう教員の指導力の向上を図ります。

ICTの有効な活用を促進し、「楽しい授業」、「分かる授業」を目指します。

スーパーマーケットの見学で
タブレットを活用している様子

（単位：万円）

財
源

市の負担 242 経
費
内
訳

委託料 146

２．平成３１年度事業の内容

「ICT教育推進プロジェクトチーム」によって、ICTにおける環境整備や人的支援、教員研修等を一体的に

推進します。また、より有効な活用を図るため、ICT教育アドバイザーを招聘します。さらに、教員のICT

指導力と活用力を高めるための研修会を実施します。

担当課 教育総合センター 電話番号 74-8221

１．本市の現状と課題

ICTを効果的に活用した授業を実施するためには、教員のICT活用力の向上が不可欠です。このため、配置

されたＩＣＴ機器を十分に活用できるよう、教員の指導力向上や教員が活用しやすい環境の整備を、ますます

使用料及び賃借料 24

その他 72

推進していく必要があります。

①　学校教育の充実

継続 ＩＣＴ教育推進事業費
242万円

（前年度） 329万円
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1

また、学校給食センター整備検討委員会を開催して、機能面の確認を行います。

３．目標値または実施により求める効果

安全・安心で美味しい学校給食を提供します。

現在の学校給食センター

（単位：万円）

財
源

市の負担 58 経
費
内
訳

委託料 50

報償費 7

食糧費

平成２９年度に策定した新学校給食センターの整備計画に基づき、本年度は実施設計等を行います。

新規 学校給食センター整備事業費
58万円

（前年度） -

担当課 教育総務課 電話番号 74-8211

１．本市の現状と課題

学校給食センターは築後３９年が経過し、老朽化が顕著になっており、安全で安心な給食を提供するために、

新たな学校給食センターを整備する必要があります。

２．平成３１年度事業の内容

２．平成３１年度事業の内容

各学校で、遊具ペンキ塗りや花壇修繕、校舎掲示板の張替え、樹木の雪つり等を行います。

３．目標値または実施により求める効果

学校への愛着心を高め、世代間及び地域との交流を深めます。

作業の様子

（単位：万円）

財
源

市の負担 100 経
費
内
訳

原材料費 70

消耗品費 30

担当課 教育総務課 電話番号 74-8211

１．本市の現状と課題

児童生徒、保護者、教職員及び地域住民等が共同で学校施設や学校周辺の環境改善に取り組むことにより

快適な環境づくりを行っています。

②　安全で安心な魅力ある教育環境づくり

継続 ふれあい学校環境づくり事業費
100万円

（前年度） 100万円
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11,246 経
費
内
訳

工事請負費 30,090

市債 17,360 備品購入費 1,008

その他 4,077 その他 1,585

西部中校区小中一貫校を整備するため、西部中学校校舎の施設改修を行います。

新規 小中一貫校整備事業費
3億2,683万円

（前年度） －

担当課 教育総務課 電話番号 74-8211

３．目標値または実施により求める効果

児童生徒のより良い教育環境を提供します。

現在の西部中学校

（単位：万円）

財
源

国の負担

３．目標値または実施により求める効果

教職員の多忙化を解消します。

教職員が子どもたちと向き合う時間を確保します。

子どもたちと向き合う時間の確保

（単位：万円）

財
源

市の負担 1,460 経
費
内
訳

使用料及び賃借料 1,440

備品購入費 20

１．本市の現状と課題

久目小学校、速川小学校及び明和小学校については、今後も恒常的な複式学級が見込まれます。

そのため、３校を統合し、現西部中学校校舎との施設一体型の小中一貫校として整備します。

２．平成３１年度事業の内容

一元管理が可能な統合型校務支援システムを導入し、業務改善効果を挙げています。

２．平成３１年度事業の内容

引き続き、統合型校務支援システムを運用し、整った業務環境を維持するとともに、活用をさらに進めること

により効果を高めていきます。

担当課 教育総務課 電話番号 74-8211

１．本市の現状と課題

全国的に教員の多忙化が社会問題となっており、新学習指導要領の実施など、今後その深刻さが増すことが

想定されます。氷見市においてもその解消が必要と捉えており、その一つの方策として、様々な事務処理の

②　安全で安心な魅力ある教育環境づくり

継続 校務支援システム整備事業費
1,460万円

（前年度） 1,440万円
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３．目標値または実施により求める効果

優れたICT教育環境で、確かな学力を身につけた児童生徒の育成を図ります。

優れたICT教育環境

（単位：万円）

財
源

市債 6,100 経
費
内
訳

使用料及び賃借料 8,194

基金繰入金 1,420 委託料 359

市の負担 1,324 備品購入費

拡充 小・中学校ＩＣＴ環境整備事業費
8,844万円

（前年度） 6,690万円

担当課 教育総務課 電話番号 74-8211

１．本市の現状と課題

情報化や国際化など、急速に変化する社会の中で生きぬくためには、ＩＣＴについての基礎的な知識や技術を

習得し、それを活用して自ら考え、様々な問題に積極的に対応する力を身につける必要があります。今後は、

あるべき環境を探求するとともに、それに向け計画的にICT機器を整備することが課題となっています。

２．平成３１年度事業の内容

一昨年までに整備した電子黒板やタブレットＰＣを活用したＩＣＴ教育環境を維持するとともに、タブレット

ＰＣの追加配備を行います。

291

担当課 教育総務課 電話番号 74-8211

１．本市の現状と課題

学校施設の多くが老朽化しており、機能面・安全面の計画的整備が求められています。

コストを抑えつつ老朽化対策を進めていくには、改築だけでなく、改修(保全・長寿命化)を織り交ぜて

３．目標値または実施により求める効果

壊れてから修繕をする「事後保全型」から、計画的に修繕をする「予防保全型」の施設管理へ転換します。

計画を策定し実施することで、整備費の平準化を図ります。

学校の現状

（単位：万円）

財
源

市の負担 1,127 経
費
内
訳

委託料 1,127

検討する必要があります。

２．平成３１年度事業の内容

学校の施設・設備の現状を詳細に把握するため定期点検を行います。

各学校の改修等の実施時期や規模などを定めた中長期的な整備計画を策定します。

②　安全で安心な魅力ある教育環境づくり

新規 学校施設長寿命化計画策定事業費
1,127万円

（前年度） －
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３．目標値または実施により求める効果

児童生徒が安心して楽しく活動・学習できる環境を提供します。

②　安全で安心な魅力ある教育環境づくり

継続 小・中学校備品購入費
368万円

（前年度） 323万円

活発なものにしていきます。

３．目標値または実施により求める効果

児童の登下校時の安心・安全を確保します。

保護者の安心を深めます。

安心・安全な登下校

（単位：万円）

財
源

市の負担 791 経
費
内
訳

使用料及び賃借料 791

この配信機能を活用して行っている連絡メール配信により、学校から保護者への情報発信の度合いをさらに

２．平成３１年度事業の内容

引き続き、小学校全学年を対象に登下校見守りシステムを利用し、保護者に登下校情報を配信します。また、

継続 通学児童見守り事業費
791万円

（前年度） 692万円

担当課 教育総務課 電話番号 74-8211

１．本市の現状と課題

全国的に登下校時の事件・事故が発生しており、保護者や児童が不安に思うことが多くなっています。

担当課 教育総務課 電話番号 74-8211

１．本市の現状と課題

学校施設を維持し、利用するために必要な備品を整え、日々有効活用に努めつつこれらを使用しています。

しかし、経年劣化による更新や新たなニーズを満たすために新しく揃えなくてはいけないものも増えています。

安心して楽しく活動・学習できる環境

（単位：万円）

財
源

市の負担 368 経
費
内
訳

備品購入費 364

消耗品費 4

２．平成３１年度事業の内容

より安価で、より適した備品を選定しつつ、必要な備品を整備します。
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３．目標値または実施により求める効果

より充実した教育環境の整備を図ります。

充実した教育環境の整備

（単位：万円）

財
源

国の負担 88 経
費
内
訳

備品購入費 339

市の負担 284 使用料及び賃借料 29

消耗品費 4

継続 小・中学校教材備品購入費
372万円

（前年度） 374万円

担当課 教育総務課 電話番号 74-8211

１．本市の現状と課題

必要な教材備品を備えているものの、経年劣化により使用に支障が出ているものを更新していくことが必要

です。また、英語やプログラミングの必修化など、新しく必要になるものの需要も増えています。

２．平成３１年度事業の内容

児童生徒の教育環境充実のため、より安価で、より適した備品を選定しつつ、必要な教材備品を整備します。

122

３．目標値または実施により求める効果

スクールバスで通学している児童生徒の安心・安全な通学手段を確保します。

運行中のスクールバス

（単位：万円）

財
源

国の負担 754 経
費
内
訳

備品購入費 2,016

市債 1,140

市の負担

１．本市の現状と課題

小学校には１2台のスクールバスがあり、5校の小学校において児童が登下校にスクールバスを利用して

います。スクールバスを利用し登下校する児童をより安全・安心な手段で、円滑な運行が確保できるよう、

スクールバスを更新する等計画的運用していくことが課題です。

２．平成３１年度事業の内容

現在運行中のバスのうち、比美乃江小の２台を更新します。

②　安全で安心な魅力ある教育環境づくり

新規 小学校スクールバス購入事業費
2,016万円

（前年度） －

担当課 教育総務課 電話番号 74-8211
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２．平成３１年度事業の内容

３．目標値または実施により求める効果

給食センターにおける学校給食業務のうち、給食の調理、配缶、食器類の洗浄、調理場内の清掃を民間事業者

に委託して行います。

推進します。　また、給食調理の経験豊富な民間事業者のノウハウを活用して

給食の調理の様子

おいしい給食を提供します。

（単位：万円）

財
源

市の負担 4,523 経
費
内
訳

委託料 4,523

学校給食センターの職員と委託業者が緊密に連携しながら、衛生管理を徹底するとともに、業務の効率化を

１．本市の現状と課題

学校給食においては、食材の受け入れから、調理・配送・洗浄等の過程における衛生管理を徹底し、安全で

安心な給食の提供に努めなければなりません。また、成長期にある児童生徒に栄養面で調和の取れた食事を

提供することにより、その健康の増進と体力の向上を図る必要があります。

その他 26

継続 給食センター調理業務等委託事業費
4,523万円

（前年度） 4,504万円

担当課 学校給食センター 電話番号 74-8415

事業全体を統括するコーディネーターを配置して、全体調整や各地域のコーディネーターの資質や活動の

質の向上を図るなど、一層の事業の推進を図ります。

３．目標値または実施により求める効果

子供たちの学びに留まらず、地域住民の知識や経験を伝えていくための生涯学習の場としての機能も提供

します。

イラスト教室

（単位：万円）

財
源

県の負担 473 経
費
内
訳

報償費 663

市の負担 237 消耗品費 21

１．本市の現状と課題

子供たちの健やかな成長のため、地域の人材を活用して放課後や土曜日に豊かな学びを提供しています。

茶道や習字などの伝統文化を学んだり、絵画教室や自然体験等を行ったりする様々なプログラムが行われて

います。新たなプログラムを提供するためには、地域人材の発掘が今後の課題となっています。

２．平成３１年度事業の内容

放課後子供教室を１０カ所、１５教室で、土曜教室を６教室で、中学生未来応援塾を５教室で実施します。

②　安全で安心な魅力ある教育環境づくり

継続 地域学校協働活動推進事業費
710万円

（前年度） 710万円

担当課 教育総務課 電話番号 74-8211
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向上のための研修を開催します。

３．目標値または実施により求める効果

　衛生管理点検の指摘項目すべてに対し、改善を目指します。

安全で安心な学校給食の提供

（単位：万円）

財
源

市の負担 42 経
費
内
訳

委託料 42

②　安全で安心な魅力ある教育環境づくり

継続 学校給食施設衛生管理向上事業費
42万円

（前年度） 42万円

担当課 学校教育課 電話番号 74-8213

１．本市の現状と課題

安全で安心な学校給食を提供するためには、施設の衛生点検による事故防止や調理する人の

衛生管理知識の向上と徹底が重要です。

２．平成３１年度事業の内容

単独調理校の衛生状況について、専門業者による点検を実施します。また、衛生管理に対する知識の
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